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我々は、2015年度に打ち上げ予定の次期 X線天文衛星 ASTRO-H搭載軟 X線 CCDカメラ（Soft X-ray Im-
ager:SXI）の開発を行っている。SXIは、4つのCCDをモザイク状に配置することにより、38’× 38’の広視野で
0.4-12keVのエネルギー帯域の撮像と分光を行う。使用する CCDは、空乏層厚 200μmを持つ Pチャンネル裏
面照射型の大型素子、Pch-NeXT4である。本研究では、同素子の軟X線（2keV以下）応答に関して、放射光施
設における EM素子を用いた実験と、阪大のクリーンルームにおける FM候補素子を用いた実験の結果を報告す
る。Pch-NeXT4のプロトタイプ Pch-2k4kで問題になっていた顕著なテイル成分が一桁以上削減されていること
を示し、応答関数のモデルを紹介する。あわせて、SXIの特殊観測モード (Windowモード、Burstモードなど）
の試験結果に関しても報告する。X線 CCDの場合、光子のパイルアップを防ぐために、天体の明るさに応じて
撮像の方法を変化させている。今回我々は視野の一部分のみを撮像するWindowモードと、間欠的に露光させる
Burstモードといった観測モードを試験した。これらのモードでピクセルにずれなくイメージが取得できている
ことを確認し、さらにモードごとでのゲインのばらつきが 0.5%未満であることを確認した。


